
前回の新聞で、明姫幹線南地区まちづくり協議会に２つの部会ができたことをご報告い

たしました。その２つの部会である「環境管理部会」及び「広報部会」が活動を開始して

います。

～環境管理部会～

パトロール開始！！

9 月 24 日、環境管理部会により初めてパトロールが行われました。

このパトロールは、明姫幹線南地区まちづくり協定に対する違反を早期発見するため、

定期的に行われます。見つかった違反については、各地区の代表の役員に報告されます。

違反者に対しては、注意を促し改善を要請します。

しかし、協定の違反を少なくしこの地区の環境を守るため、環境部会員だけでなく、協

議会会員ひとりひとりが協定の内容を理解し、目を光らすことが不可欠です。

みんなで明姫幹線南地区を守っていきましょう。

みみんんななででままちちづづくくりり 各各部部会会のの活活動動始始ままるる！！！！

環境管理部会によるパトロールの様子
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Ａ．現状のままでは市街化区域に編入することはできません。

市街化区域に編入するには、今より道路を増やし、公園を造るな

ど都市としての基盤を整備していく必要があります。

では、どれぐらい整備をしなくてはならないのでしょう？

それを知るものさしとして、「公共用地率」があります。

たとえば１０ha の区域の中に、道路や公園などの公共用地面積が

１ha あれば公共用地率は１０％といいます。

現在 当地区は約１００ha あります。そのうち、道路、水路を

含めて公共用地率は約１７％です。

いわゆる「良好な住宅地」の場合、公共用地率が２５％から３０％

といわれています。そのため明姫幹線南地区を市街化区域に編入す

るには公共用地率を、あと１３％程度引き上げることが必要なので

す。 

～広報部会～

みんなで作ろう！！ 「みんなのまちづくり」

今までは、当協議会事務局である高砂市都市整備部計画課が「みんなのまちづくり」を

作成していました。しかし、今回から広報部会のメンバーも参加して、新聞作りを行うこ

ととなりました。また、協議会会員からも明姫幹線南地区に関する記事を募集します。

地権者、住民が手がけることで、より地元

に密着した興味深い新聞を目指します。

Ｑ．明姫幹線南地区は、

現状のままでは市街化

区域にならないのです

か？ 

次回から、各部会の活動日記を掲載する

予定です。



 

１１月２０日 竜山中学校にて

花いっぱい運動が行われました。

明姫幹線南地区

の地域活動紹介
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協議会の運営やまちづくりに関するご質問は、各地区役員及び事務局に遠慮なくお問い合わせ

下さい。

明姫幹線南地区まちづくり協議会 事務局：高砂市都市整備部計画課

ＴＥＬ：０７９４－４３－９０３３

ＦＡＸ：０７９４－４３－９０９１

e-mail:tact3810@city.takasago.hyogo.jp

「みんなのまちづくり」

記事募集！！

・明姫幹線南地区の

好きな風景の写真

・明姫幹線南地区で行われた

催しに関する情報提供や、

様子を納めた写真

・地主のひとりごと

他 明姫幹線南地区に関する記事

なら何でも構いません。

ご連絡は下記事務局まで。

広報部会が発足して、最初の新聞です。更に内容

を充実していきたいと思いますので、投稿をお待ち

しています。 広報部会長 山本 洋一


